
『新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ(ﾚﾌﾟﾘｺﾝﾜｸﾁﾝ)』の接種について【声明】 

 このたび、2024 年 10 月より始まるｺﾛﾅﾜｸﾁﾝの定期接種に、全世界に

おいて初めて承認された『新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ(ﾚﾌﾟﾘｺﾝﾜｸﾁﾝ)』が使用され

ます。 

 この“自己増殖型 mRNA ﾜｸﾁﾝ(ﾚﾌﾟﾘｺﾝﾜｸﾁﾝ)”は、今までのﾜｸﾁﾝとは全

く異なる全人類に初めて使用された「遺伝子製剤」であり、接種者には

強い炎症反応が起こり、またｽﾊﾟｲｸﾀﾝﾊﾟｸ質が強い毒性を持って免疫の

働きが乱され免疫機能が低下して、感染症・癌などのあらゆる病気が発

症しやすくなるという危険性があり、さらには安全性及び倫理性に関

する大きな懸念があるにもかかわらず、ﾜｸﾁﾝ接種の認可をした政府関

係諸機関において十分な情報開示と説明がなされておりません。 

 このような重大な問題や危険性に対して強い懸念を抱く医療関係者

からの声明が発信されたり、ﾜｸﾁﾝ接種者の汗や呼気などから接種を望

まない人へﾜｸﾁﾝの成分が取り込まれてしまうという危険性を回避すべ

く、ﾜｸﾁﾝ接種者の受け入れを拒否するサービス業界などから苦渋の対

応を開始する旨の声明が数多く出されている現状であります。 

 “自己増殖型 mRNA ﾜｸﾁﾝ(ﾚﾌﾟﾘｺﾝﾜｸﾁﾝ)”の接種については、あくまで

も個人の判断に委ねるとするものの、本学園の全関係者におかれては、

今一度、“自己増殖型 mRNA ﾜｸﾁﾝ(ﾚﾌﾟﾘｺﾝﾜｸﾁﾝ)”について正確な情報を得

たうえ、このﾜｸﾁﾝが持つ強い炎症反応と免疫低下の危険性及び安全性・

倫理性の大きな問題点を念頭におき、慎重なる判断とご決断をいただ

きますよう強く望みます。 
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